
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・課題解決または探求型の学習過程及
びTT授業の在り方を全職員で共通理解
し、ノート指導の充実、学習のきまり等の
徹底を図る。 Ｂ

・学習過程やノートの取り方、TT授業の在り方
について、全職員が共通理解して実践に取り
組むことができた。その結果、ノート指導や学
習のきまり等、全学年で統一して徹底を図る
ことができた。

Ａ

・どの学年も落ち着いた雰囲気の中で、学習
の決まりを守り、熱心に学習に取り組めてい
る。 研究主任

○研究教科、算数科の「ともだちタイム」
を核とした授業づくり

○算数科「ともだちタイム」の全員の共
通理解と１００パーセントの実践

・算数科「ともだちタイム」での低・中・高
での目指す子ども像やそのための手立
てを明確にし、授業研究会で、指導力向
上に努める。 Ｂ

・算数科「ともだちタイム」の視点が明確にな
り、話し合いの質が向上した。全職員で目指
す子ども像や手立てを共通理解し、授業研究
会や日々の授業実践に取り組むことで指導力
の向上につながった。

Ａ

・子供たちが前に立って活動している場面等
主体的に活動している姿が見受けられた。ア
クティブな活動が工夫され、実践されていた。 研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○人権・同和教育、道徳科教育の充実
と推進
○児童理解を深める取り組み（教育相
談週間の設定と100％の実施）

・全学級で「ふれあい道徳」の授業実践
をし、家庭・地域と心の教育の連携を強
める。
・教育相談週間を設定し、児童一人一人
の状況を把握し、「心の居場所づくり」と
「絆づくり」に努める。

Ｂ

・始業式に「こころの話」を行い、子供たちに考
えさせることができた。
・7月と11月にＱＵを実施し、集団や個に応じた
支援に生かし取り組むことができた。 Ｂ

・教育相談、アンケート等を積極的に行い、児
童理解によく努めながら、指導しているのは
評価できる。来年度のふれあい道徳の実践に
期待している。

道徳主任
教育相談

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめの早期発見と迅速かつ的確な
対策組織の構築・推進、対策後の職員
間の共通理解を必ず行う。

・アンケート等で問題事案を覚知した場
合は、早急にチームで対応する。正確に
事実確認をし、話し合いの場を設け、早
期解決を図る。

Ａ
・毎月アンケートを実施し、発生した事案は
チームで対応することができた。

Ａ
・問題事案に対して、早期にチームとして対応
しているため、長期化・重大化にならずに、解
決している。継続してほしい。

教育相談

○特別支援教育の推進 ○校内支援会議において、対象児童の
共通理解と、支援方法の在り方につい
て協議を行う。

・一人一人のニーズに応じた指導・支援
の充実を図る。
・交流学級や保護者との共通理解を随
時図りながら教育活動に取り組む。 Ｂ

・児童の様子を担任やコーディネーターが共
有することで生活指導員・支援員を活用した
支援につなぐことができた。保護者との面談
や支援会議で児童に応じた指導・支援の在り
方を話し合うことができた。また、学校内だけ
でなく、ＳＣや医療機関等と連携して対応する
こともできた。

Ｂ

・学校で様々な活動をする時に、困っているた
めの様々な言動をする児童が増えていると聞
いている。今後、更なる推進が重要となってく
るだろう。組織での取り組み、支援の技能向
上など頑張っていただきたい。

特別支援
コーディ
ネーター

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童７０％
以上
②小中連携で作成した家庭生活チェック
ノートの全児童の実施と定着率80％
❸「健康に食事は大切である」と考える
児童８０％以上
❹児童の交通事故を０（ゼロ）にする

・スポーツチャレンジ、貯筋運動への取り組
みによって、日常的に体を動かす機会を増
やし、意欲向上のきっかけにする。また、体
育の授業において、基礎体力の向上につな
がる運動を取り入れる。
・担任と栄養教諭が連携し、計画的に食育
指導を行う。また、授業参観時に食育の授
業を行うことで、家庭へ食育へとつなげる。
・担任、安全指導、生徒指導主任との連絡
を密にし、問題事案についてチームで対応
し、事後指導の徹底を図る。

Ｂ

・体育館開放によって、昼休みに体育館で体
を動かす機会を増やすことができた。スポー
ツチャレンジへの参加学級が少なかったた
め、来年度は職員への周知を徹底する。
・食育については、担任と栄養教諭が連携し、
計画的に食育指導を行うことができた。「健康
に食事は大切である」と答えた児童が95％に
増加した。
・問題事案について、情報共有を密に行い、
その都度対策を行ったことで、大きな事故は
なかった。

Ａ

・外で元気よく遊ぶ子供が多く、大変良いと
思っている。
・給食がおいしいと評判である。食育の指導に
も力を入れてあり、大変良いと思う。 体育主任

栄養教諭
生徒指導
主任

・

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・個別に勤務時間を集計・提示すること
で現況の時間外勤務の20％削減を図
る。
・行事や教育活動、各種会議、研修や出
張等の精選や見直しを進める。

Ｂ

・各学年の取り組みを実践し、昨年より勤務時
間が短縮されている。しかし、時間外勤務の
時間が45時間以上の職員が2月に７名、3月
に９名おり、取り組みを更に継続していきた
い。

Ｂ

・遅くまで残って仕事をされているのを見かけ
る。ご苦労を感じている。地域やＰＴＡで協力
できることは行いたい。 教頭

○教職員の働き方についての職員研修 ○毎月一回、働き方についての意識を
高める研修を行う。

・業務を見直し、重要度や取組の優先順
位をつけることで業務改善に努める。
・業務終了時刻をあらかじめ設定する
等、勤務時間を意識して業務に取り組
む。

Ｃ

・年度末になり、金曜日の定時退勤ができて
いない職員が増えている。年間通して効率よく
取り組む更なる意識化と新しい方策が必要で
ある。

Ｃ

・働き方改革は、公務員だけでなく民間でもよ
く言われている。民間が実施されている方策
を参考にされたらどうだろうか。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

○地域連携の効率的・効果的な推進 ○地域と関わる行事等について、年度
当初に精選し、各学年主任を中心に地
域の人材等の活用を効果的にできるよ
うに連絡･相談体制を確立し、実践する。

・各教科並びに総合学習において、地域
の人･物･事と密接に関連のある単元を
１学期当初には明らかにし、地域の関係
者と学年の担当者との連絡体制を整え
る。

-

・新型コロナウィルス感染症の影響により最終
段階での評価が困難であるため。

-

・来年度は、ぜひ人・物・事の地域と密接に関
連のある単元を積極的に行える環境が整うこ
とを願っている。

教頭
主幹教諭

○危機管理体制の強化

○未然防止対策を基点とした報告・連
絡・相談体制の確立と組織対応力の向
上

○生徒指導部と教育相談部、養護教諭
との連携を強化し、いじめをはじめとす
る報告･連絡･相談体制を整える。

・同学年の連絡と安全指導・生徒指導主
任・教育相談部と学年担当との連絡を
密にし、問題事案についてチームで対応
できる組織作りを行う。

Ａ
・各学年主任、生徒指導主任を中心に、チー
ムでの対応が定着化してきた。問題事案にた
対しての早期での適切な対応ができたことが
多くあった。

Ｂ
・子供たちが安全・安心に生活できる環境を
地域と学校が連携することが大切である。継
続してしっかりと行っていきましょうという提言
をいただいた。

教頭

・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究教科「算数科」を中心に授業改善、学力向上に努め、県学習状況調査や児童の実態調査からも成果が見られる。交通事故・問題行動等の事案も少なく、落ち着いた生活を過ごせている。しかし、教育相談的な問題を抱え、不登校傾向や授業中トラブルが起きてしまうケー
スも出てきている。来年度は、教育相談週間等を活用し、児童理解を深め、組織としてしっかり対応していくことが需要である。また、課題解決には校内だけでなく、他の関係機関との連携・協力が不可欠である。今年度はコロナ禍の影響で地域の力を十分に活用しできなかった。し
かし、地域を活用した新しい取り組みも始まり、心豊かな、地域を愛する児童を育てることを進めていきたい。来年度は、「ともだちタイム」を活用し、授業の質を向上させることで、主体的で共創的な学びができる環境を児童に提供していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当
者

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

新学習指導要領が掲げている社会に開かれた教育課程を意識した地域との連携を密にした取り組みの量と質を向上させる充実した実践ができた。また、研究教科「算数科」において、主体性や協働性を育くむ授業実践も学力の向上につながった。県学習状況調

査において全教科、ほとんどの観点で県平均を上回る結果につながったと考える。支援が必要な児童も増えているので、心の教育もしっかりと行っていきたい。

２　学校教育目標

夢をもち　心豊かに　たくましく生きる　神野っ子の育成

３　本年度の重点目標

①魅力ある学級運営、協働体制に基づく学級経営力の向上➁学力向上の取り組み➂特別支援教育の充実④教育相談の充実➄人権・同和教育の推進➅神野地域との連携推進➆幼保小連携・小中連携、家庭教育の活性化➇食育・健康教育の充実➈学校における働き

方改革

学校名 佐賀市立神野小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当
者最終評価 学校関係者評価


